
サブスコア　　　　　　　　　　　　　　東海学生バスケットボール連盟
勝ちチーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負けチーム

　リバウンド 　リバウンド

№ 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト № 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト

4 高橋　公佑 0 3 3 0 4 岩山　伸司

5 福島　善之 2 2 4 0 5 五嶋　宏章 0 2 2 0

6 坪井　一樹 3 6 9 2 6 鈴木　統貴

7 中道　将志 0 1 1 0 7 岡田　諒太 2 2 4 3

8 荒木　晃士 0 2 2 3 8 高瀬　和弘

9 梅田　賢人 2 5 7 4 9 荒井　将太 1 2 3 4

10 中野　昌紀 1 1 2 7 10 花井　鉱希

11 村井　尚樹 0 1 1 0 11 石崎　遼

12 石川　裕之 0 2 2 2 12 杉本　育久 2 3 5 3

13 坊野　憲吾 2 2 4 2 13 桂川　陽治 2 0 2 0

14 新川　貴幸 14 葛原　圭祐 3 1 4 1

15 世古　智紀 0 2 2 2 15 大西　雅也 4 1 5 0

16 西澤　一真 0 0 0 2 16 野間　元太

17 夏目　誠也 0 1 1 0 17 伊藤　高洋

18 浦野　啓太 18

19 堀田　英治 19

20 高坂　聡之 20

21 水谷　暢貴 21

チームリバウンド 1 チームリバウンド 0

戦　評

、

愛知工業大学

第１Q、愛大が先制。途中、＃９梅田の２連続３Pで一気にリードを広げる。愛工
大は、点差を広げられるものの＃９荒木がドライブや３Pで活躍し、少し点差をつ
め、第１Qは３２－２０で愛大がリード。第２Qは愛大は＃８荒木の３Pが当たりだ
し、再びリードが大きくなる。第２Qは一方的に愛大のペースとなり、愛工大は
ペースをつかめなかった。第２Qは６５－３２で終了。第３Qは、愛大の＃９梅田
のドライブや＃１０中野の３Pで流れをつかむ。愛工大は途中から得点を決めだ
すが、入れてもすぐに入れかえされてしまい、点差が縮まらず、第３Qは９１－５
６で終了。第４Qも流れは変わることなく、愛大が大量に得点し、１２０－７８で完
勝した。

愛知大学



サブスコア　　　　　　　　　　　　　　東海学生バスケットボール連盟
勝ちチーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負けチーム

　リバウンド 　リバウンド

№ 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト № 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト

4 宇原　千晶 2 9 11 4 4 為村　渚 0 0 0 0

5 山﨑　麻衣 0 0 0 0 5 伊藤　絵美 1 0 1 1

6 市野　桜子 0 0 0 0 6 田村　奈津見 0 0 0 0

7 森　恵実里 0 0 0 0 7 村瀬　智子 1 1 2 2

8 佐藤　すみれ 3 1 4 1 8 木村　友紀 0 2 2 0

9 北川　あゆみ 0 1 1 0 9 伊藤　由紀 0 2 2 1

10 水谷　有井子 2 4 6 0 10 渡辺　貴美 1 2 3 0

11 松原　美沙 11 早川　陽子 1 4 5 1

12 鈴木　歩実 2 3 5 1 12 浅田　千穂 0 3 3 3

13 河野　未紗 13 矢野　さやか 1 1 2 0

14 坂東　香奈 1 3 4 1 14 奥平　美優 1 2 3 0

15 中尾　安希 15 下土井　渚 1 1 2 2

16 澤田　知世 0 1 1 1 16 稲垣　京子 0 0 0 0

17 川嶋　えりか 17 中村　寿美

18 市川　絵奈 18 岡林　弘美 0 3 3 0

19 服部　里奈 2 0 2 5 19 奥村　悠 1 0 1 0

20 稲垣　有香 20 横澤　美加 0 2 2 0

21 大藏　さゆり 21 友利　葵

チームリバウンド 3 チームリバウンド 2

戦　評

、

 リーグ戦、全チーム最終試合となるゲーム。
中京大は序盤から＃４宇原のインサイド、ルーキー＃１９服部はアグレッシブに得点に
絡む。中女大も＃１５下土井を中心に攻め互角の展開。中女大は前半、中盤、控えから

 出場した選手も良い活躍を見せた。
後半、へ入ると中京大は徐々に流れをつかむ。中京大は＃４宇原を起点とし攻め立て

 る。
一時は最大１９点のリードを奪うが、中女大も粘りあるディフェンスと全員で作り出す

 ハーフコートオフェンスで追いすがる。終盤、中京大はラストプレー＃４宇原に託した。
その選択はハイポストからの１対１。＃４宇原は見事にシュートを沈め粘る中女大を振り
切った。そしてインカレに希望を繋げた。敗れた中女大も敗戦は去ることながら素晴らし
いバスケットを見せてくれた。

中京大学 中京女子大学



サブスコア　　　　　　　　　　　　　　東海学生バスケットボール連盟
勝ちチーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負けチーム

　リバウンド 　リバウンド

№ 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト № 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト

4 小柳　龍一 1 1 2 10 4 杉浦　晃基 0 5 5 2

5 王　昱晨 4 2 6 6 5 多賀　雄一 1 2 3 2

6 元日田　幸規 1 2 3 5 6 中尾　裕也 0 1 1 0

7 伊藤　嘉規 3 4 7 4 7 日下部　一徳 0 0 0 2

8 高野　浩彰 8 田口　正敏

9 奈良崎　雅彦 0 0 0 1 9 浦上　裕太 0 1 1 0

10 角谷　直樹 0 1 1 0 10 松浦　亮太 4 4 8 2

11 梶木　輝久 1 0 1 1 11 小澤　友教 0 4 4 4

12 岡　慎太郎 3 2 5 1 12 梶本　康次

13 佐守　祥徳 0 2 2 0 13 梅田　靖司

14 三和　周平 2 0 2 0 14 松岡　勇樹

15 辻岡　敦 15 福井　恵一

16 義原　康太郎 16 清水　智仁

17 舩津　準平 17 大澤　亮介

18 松澤　雄 18 櫻木　寛之

19 上代　昂太郎 19

20 坂江　和也 20

21 徳盛　大輔 21

チームリバウンド 5 チームリバウンド 5

戦　評

中京大学 岐阜大学

勝った方がインカレという緊張感の中、岐大は＃４杉浦の３P、＃５多賀のミドル
シュートで次々と得点を重ねる。対する中京大は＃５王、＃７伊藤の１オンⅠで

 何とか得点するもミスが目立ち、流れを掴みきれない。
勢いに乗る岐大は＃１１小澤の３Pが入りリードを広げる。中京大も粘りをみせ
必死に喰らいつく。なかなか思うように追いつけない中京大に対し、リズムよく

 得点を重ねる岐大が９点リードし前半終了。
後半に入ると、中京大は＃５王がインサイドで得点を重ね、一気に詰め寄る。高
さで劣る岐大はインサイドを守ることができず逆転されてしまう。しかし岐大も＃
４杉浦＃５多賀が何とかくらいつこうと得点するも中京大＃５王を止められな
い。最後は底力を見せた中京大が見事にインカレへの出場権を獲得した。



サブスコア　　　　　　　　　　　　　　東海学生バスケットボール連盟
勝ちチーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負けチーム

　リバウンド 　リバウンド

№ 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト № 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト

4 石川　愛佳 1 9 10 4 4 井上　華菜子 1 3 4 1

5 伊與田　咲花 3 4 7 4 5 堀内　志乃 0 0 0 0

6 柳迫　香奈 6 青木　弘子 5 8 13 3

7 星　綾 7 林田　佳納 3 2 5 2

8 壁谷　友紀恵 2 0 2 3 8 齋藤　裕子 1 2 3 6

9 木下　実穂 9 山本　美緒

10 伊藤　絵美 1 1 2 0 10 永渕　一美

11 木村　志穂 11 宮田　菜々 0 5 5 1

12 内藤　愛 3 5 8 3 12 池辺　史歩

13 山本　紗織 13 伊東　聡美 2 3 5 1

14 冨田　恵里 14 栗田　友美 0 0 0 0

15 小林　真実 15 村松　恵利子

16 野田　千恵 16 大西　菜津絵

17 松尾　聡子 8 3 11 4 17

18 大林　友美 18

19 岩田　早代 0 0 0 0 19

20 池田　詠巳子 20

21 蚊田　芽衣 21

チームリバウンド 4 チームリバウンド 2

戦　評

愛知大学 静岡大学

第１Q、静大は＃６青木が次々と得点する展開となる。個人技もさえ渡り、愛大も＃５伊與田が展
開してゲームを組み立てようとするが上手くいかず、１０－２まで離された。たまらず愛大はタイム
アウトを取り、体勢を立て直す。その後、愛大は立ち直り、＃６青木のマークをきつくするなどの対

 策で応じ、１５－１０で第１Qを終えた。
第２Q、愛大の＃４石川がリバウンド面で、＃１２内藤がシュートで貢献し、差を縮める。特に＃１２
内藤の３Pが入りだし、一時は逆転したが、そのまま離される静大ではなく、再び逆転するも、ハー

 フタイムには３２－３３で愛大が１点リードするなど先の読めない試合となった。
第３Q、どちらのチームも譲らない。静大は＃７林田の果敢なドライブインで得点し、愛大は＃１７
松尾のオフェンスリバウンドで相手に攻撃権を渡さない。しかしわずかに静大が上回り、５２－４８

 で第３Qを終えた。
第４Q、静大の＃１３伊藤がバスケットカウントを２つも奪い、流れを掴もうとするが、愛大＃１７松
尾を負けじとバスカンやオフェンスリバウンドで応じる。どちらに転んでもおかしくない試合だった
がわずかに愛大がリードし守りきった。



サブスコア　　　　　　　　　　　　　　東海学生バスケットボール連盟
勝ちチーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負けチーム

　リバウンド 　リバウンド

№ 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト № 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト

4 庄司　亮介 4 4 8 0 4 小野　善昭 2 4 6 0

5 飼原　直人 3 0 3 3 5 近藤　崇志

6 清水　俊平 6 早川　桂佑

7 森下　義久 7 山田　光 2 4 6 1

8 加藤　正路 1 7 8 4 8 望月　祥平

9 藤田　大貴 2 1 3 3 9 青沼　充

10 小林　孝誠 2 5 7 3 10 立松　祐一

11 河合　賢治 11 宮崎　亮嘉 0 1 1 0

12 小林　武寛 12 杉山　大吾

13 延与　浩志 13 Mamadou Dieye 9 12 21 1

14 伊原　栄輔 0 3 3 0 14 高村　成寿 7 5 12 4

15 吉田　大史 0 2 2 1 15 武藤　大海

16 山下　智 16 羽柴　勇佑 0 0 0 0

17 柿本　直樹 1 0 1 1 17 今宮　翔太

18 溝口　秀人 0 0 0 0 18 海野　遵

19 徳村　洋和 19 大石　慎之介 0 0 0 3

20 植地　亮太 20 小林　光

21 倉田　陽介 21 中谷　達也 0 0 0 0

チームリバウンド 4 チームリバウンド 3

戦　評

愛知学泉大学 浜松大学

前半、浜大は＃１９大石の３Pで先制点より始まった。その後も＃１３Mamadouのオフェンスリバウ
ンドから得点を重ねていく。一方、学泉大は＃４庄司がアウトサイドシュートを狙うがなかなか入ら
ず調子がでない。しかしやられてばかりではいけない前回王者の学泉大も＃８加藤の力強い１対

 Ⅰ、＃１０小林の３Pも好調になりゲームの流れはよくなっていった。
　後半、出だしはやはり学泉大は波に乗れない。浜大は高さでカバーできる分、得点はしっかり決
めていった。学泉大は自分達の攻撃がうまくいかない分、ディフェンスでカバーし浜大＃１３
Mamadouのポストプレーをヘルプディフェンスでしっかり守る。浜大、＃７山田に対する３Pも学泉
大＃５飼原がぴったりマーク。後半、流れは変わった。学泉大＃８加藤のドライブは、浜大＃１３
Mamadouの高さをものともせず立ち向かう。それからも学泉大は＃４庄司のドライブが決まり出
し、２点差にまでつめよった。浜大もやられてばかりではなく＃７山田の３Pは冷静に決める。残り
２分半、学泉大＃９藤田の３Pは連続で決まり続いて＃８加藤の３Pで１点差、＃１０小林から＃４
庄司へのアシストで逆転！その後も入れて入れられが続き最終的に２点差で学泉大が勝利！し
かし得失点差で浜大の優勝となった。



サブスコア　　　　　　　　　　　　　　東海学生バスケットボール連盟
勝ちチーム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負けチーム

　リバウンド 　リバウンド

№ 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト № 名　　　前 OF DF TOTAL アシスト

4 名木　洋子 1 6 7 1 4 松島　あゆ 1 7 8 4

5 水木　佳恵 1 2 3 0 5 後藤　香奈 1 0 1 3

6 小松　さやか 4 9 13 6 6 小林　阿古 0 7 7 3

7 福井　麗 0 6 6 0 7 人見　悠加 1 1 2 1

8 安井　彩 0 1 1 2 8 木下　美幸

9 野中　美里 9 本山　娃由子 0 0 0 0

10 富永　裕美 0 3 3 1 10 野口　祥子 0 0 0 0

11 堀川　春菜 11 横山　景子

12 假屋　沙希 0 2 2 0 12 中尾　綾 1 0 1 0

13 古澤　菜津子 0 0 0 0 13 杉山　りえ 0 0 0 0

14 樋口　夕花 14 刑部　珠美 0 0 0 0

15 柏原　礼 15 杉山　保奈美

16 西尾　木の実 16

17 川崎　旭美 17小笠原　ひかる

18 黒田　千賀 18 山本　優

19 多田　真菜海 19 杁山　みのり

20 伊藤　麻代 20

21 川畑　名美子 21

チームリバウンド 10 チームリバウンド 3

戦　評
 女子決勝。一巡目では再延長の末、１１点差で勝利した桜花大。学泉大はその差を逆転できるのか。

第１Q序盤から個人技で仕掛けていく桜花大。＃８安井のスピードを活かしたドライブ。＃５水木のパワフルな
センタープレー。しかし学泉大の激しいDFに押され、思うように得点できない。学泉大も＃４松島のセンタープ

 レーで反撃し、１５－１８、学泉大リードで第１Q終了。
第２Qに入って、桜花大はプレッシャーを強める。押された学泉大はシュートがきゅうくつになる。リズムに乗っ
た桜花大はOFの調子も良くなる。パスが良く回り、シュートもどんどん決まっていく。第２Qは桜花大が逆に３点

 リードし、終了。
第３Ｑに入っても互いに激しい攻防を繰り広げる。両チームとも高さとパワーを活かしたセンタープレーで得点
する。桜花大はそれに加え＃１０富永のドライブや３Ｐで得点を重ねるが、学泉大は外角のシュートがあまりな

 く、すこしずつ点差が広がる。第３Ｑ終了時は５８－５１で桜花大が７点リード。
最終クォーター。桜花大は＃７福井が３Ｐを決め、リズムに乗る。学泉大は今まで同様、＃４松島、＃７人見の
センタープレーで勝負するが点差はなかなか縮まらない。このまま終わるのかと思い始めた頃、＃６小林が効
果的な３Ｐを決め、勢いに乗る。一時は４点差まで追い上げたのだが、＃４松島が足を痛め、交代。気合で残
り１分からコートに戻ったものの、時すでに遅し。８０－７１で桜花大の勝利。全勝で優勝を勝ち取った。

桜花学園大学 愛知学泉大学


